
2020年 11月 30日 

各位 

 

 

株式会社池田泉州銀行（頭取 CEO 鵜川 淳）は、2020年 11月 30日（月）より、持ち運び自由

なタブレット端末を利用して相続手続きのご相談やお手続きを受け付ける「タブレットを使用した

相続手続き」（以下、「タブレット相続受付」といいます）の取扱いを開始いたします。 

 

高齢化社会の進展に伴い、相続件数は年々増加しており、今後更なる増加が見込まれています。 

従来、当行では相続手続きを営業店の店頭にて受け付けておりましたが、「タブレット相続受付」

の導入により、お客さまのご自宅など、「お客さまのご希望される場所・時間にて受付」が可能と

なるほか、複雑な相続のお手続きをタブレットのガイダンスに従って操作することによる「受付時

間の大幅な短縮」、およびご提出いただく書類にお客さま情報を事前印字することによる「ご記入

負担の軽減」を図ります。 

 

当行は、今後も引続き、お客さまの多様なニーズへの対応および利便性向上のため、より一層商品や

サービスの拡充に努めてまいります。 

記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ご参考】 

※タブレット端末を使用して営業店行員が相続人様にヒアリングすることで、相続手続きを受け

付けるものです。 

※お亡くなりになられた方にご融資、公共債、貸金庫等のお取引がある場合については、従来どお

り、ご来店が必要となります。 

以 上 

 

近畿地銀初！ 

“タブレット相続受付”の取扱開始について 

相続手続き受付のイメージ 

従来のお取扱い 本件導入後のお取扱い 

お客さま（相続人さま） お客さま（相続人さま） 

店頭での受付 ｢店頭｣・｢応接室｣・｢ご自宅｣等での受付 

相続預金等手続依頼書 

（全てご記入） 

相続預金等手続依頼書 

受付場所を 

選びません 

池田泉州銀行 池田泉州銀行 

 
お取引内容等を 

お客さまが全てご記入 
お取引内容等を 
事前に印字 



 

 

【タブレット業務の変遷】 

 

（別途 2020/5予定） 

・消費者ローン新規 

・カードローン新規 

2021年度～ 

第５弾 
75％ 

※％割合は、個人向けの非現金スロー業務の実現割合 

＋2業務（計 30業務） 
・住宅ローン新規実行 

・振込依頼書（保険） 

2021年度～ 

第６弾 
80％以上 

＋14 業務（計 28業務） 
・クレジット一体型カード申込 ・住宅ローン繰上返済  ・外貨定期預金新約 

・ＩＣキャッシュカード申込  ・カードローン新約   ・外貨定期預金解約 

・定額自動送金申込      ・カードローン解約   ・外貨普通預金新約 

・積立式定期預金新約     ・消費者ローン新規   ・外国送金申込 

・積立式定期預金解約（概算支払）           ・相続受付 

2020 年度 

 

第５弾 
 

75％ 

＋4業務（計 14業務） 
・定期預金 複数明細解約   ・諸届受付（通帳喪失） 

               ・諸届受付（カード喪失） 

               ・諸届受付（印鑑喪失） 

2019年度 

第４弾 
43％ 

＋3業務（計 10業務） 
・定期預金新約      ・個人インターネットバンキング申込 

・定期預金解約（書替） 

2018年度 

第３弾 
30％ 

＋5業務（計 7 業務） 
・生命保険申込        ・諸届受付（住所変更） 

・総合口座（普通預金）新約  ・諸届受付（氏名変更） 

               ・諸届受付（印鑑変更） 

2017年度 

第２弾 
28％ 

2 業務 
・投資信託購入 

・投資信託売却 

2016年度 

第１弾 
6％ 

本 件 


